
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果からＳｃｈｍｉｄ因子計算 
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概要 

 ＣＴＲソフトウエアでは、ＦＣＣ，ＢＣＣ，ＨＣＰのＳｃｈｍｉｄ因子計算が行える。 

   極点図からＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析を行い、更にＶｏｌｕｍｅＦａｒｃｔｉｏｎを計算し 

Ｅｘｐｏｒｔされているファイルを読み込んでＳｃｈｍｉｄ因子を計算している。 

   例えば、 

 https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/A5052P-randomVFP.pdf 

 で解析した結果 

     

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果ファイルを読み込みＳｃｈｍｉｄ因子が計算される。 

  

  この部分を手入力すれば、汎用的に使用できます。 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/A5052P-randomVFP.pdf


ＬａｂｏＴｅｘ以外のＯＤＦ解析結果を手入力する 

 １項目を選択する 

 

 

後は手入力を行う。 

 ｛００１｝＜１００＞＝ ５０％、｛１１０｝＜１－１２＞＝５０％の場合 

 

 

 

 

 

 



計算を行う。 

 

 



Ｓｃｈｍｉｄ計算は 

  

 から使用可能 

 ＦＣＣはＢＣＣにも含まれます。 

 説明書は 

  https:/helpertex.sakura.ne.jp/Soft/FCCSchmidFactorCalc/FCCSchmidFactorCalc.pdf 

  https:/helpertex.sakura.ne.jp/Soft/BCCSchmidFactorCalc/BCCSchmidFactorCalc.pdf 

  https:/helpertex.sakura.ne.jp/Soft/HCPSchmidFactorCalc3/HCPSchmidFactorCalc3.pdf 

 

 

 


